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	R5年度税制改正要望事項（案とれ）220819
	部会用

	R5年度税制改正要望事項概要（案とれ）220823
	令和５年度 文部科学省税制改正要望事項の概要
	１．教育、科学技術イノベーション関係
	祖父母等から孫等に対して一括贈与された教育資金の贈与税の非課税措置について、適用期限を２年間延長するとともに以下の拡充について要望する。
	①　現行の非課税上限額1,500万円を2,000万円まで引き上げるとともに、1,500万円を超える分の贈与額については、その５％以上の額を学校法人・公益法人等に別途寄附したことを条件に利用可能とする。
	②　拠出後の資金の運用を促進するため、運用を目的外使用として損益に課税する現行の取　扱を変更し、一定の投資商品に係る運用損失については非課税とする。あわせて、拠出後の資金から学校法人・公益法人等へ寄附することについても非課税とする。
	③　非課税の対象となる教育費について、23歳以上の受贈者に関し、現行制度は教育訓練給付金の支給対象となる「講座」が非課税となっているところ、同給付金の支給対象となりうる「資格・検定」についても非課税とする。
	＜現行制度概要＞
	＜背景・現状＞
	・年間約１万件の新規の信託契約、累計で約25万件、信託設定額約１兆９千億円（うち引出額は約８千億円）の実績。今なお強いニーズがあり、教育投資や経済活性化に寄与。
	・私学への進学や留学等により学習費総額が、現行の1,500万円の上限を超えるケースも存在。




